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【手続補正書】
【提出日】平成30年6月28日(2018.6.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　光電変換素子を備える画素が行列状に配置された画素部と、
　信号線と、
　前記画素がリセットされた状態に応じた第１の信号、および、前記光電変換素子での光
電変換によって生じた電荷に基づく第２の信号を前記信号線に出力する読み出し回路と、
　増幅器およびクランプ容量を備え、前記クランプ容量の一端が前記信号線に接続され、
他端が前記増幅器の入力端子に接続される信号出力回路と、
　前記増幅器の出力信号と基準信号との差分に基づく補正信号を生成する補正回路と、
　前記補正信号を保持し、かつ、前記信号線に前記第１の信号が出力される際に、保持さ
れた前記補正信号を前記増幅器の前記入力端子に印加するように構成された保持回路と、
を有することを特徴とする固体撮像装置。
【請求項２】
　光電変換素子を備える画素が行列状に配置された画素部と、
　複数の信号線と、
　前記画素からの信号を前記複数の信号線に出力する読み出し回路と、
　前記複数の信号線の対応する１つに接続され、前記画素からの信号を増幅する増幅器を
それぞれが有する複数の信号出力回路と、
　それぞれが前記複数の信号出力回路の１つの前記増幅器の出力信号と基準信号との差分
に基づく複数の補正信号を生成するように、前記複数の信号出力回路に対して共通に設け
られた補正回路と、
　前記複数の信号出力回路に対応して設けられ、それぞれが、前記補正信号を保持し、か
つ、保持された前記補正信号を対応する前記増幅器の入力端子に印加するように構成され
た複数の保持回路と、
を有することを特徴とする固体撮像装置。
【請求項３】
　複数対の前記信号出力回路および前記保持回路を備え、
　前記補正回路は、前記複数対のうちの選択された一対の前記信号出力回路および前記保
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持回路において、前記補正信号を前記増幅器の前記入力端子に印加することを特徴とする
請求項１に記載の固体撮像装置。
【請求項４】
　前記基準信号を出力する第２の増幅器を備えることを特徴とする請求項１乃至３のいず
れか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項５】
　前記信号出力回路に接続された出力端子を備えることを特徴とする請求項１乃至４のい
ずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項６】
　前記基準信号は前記光電変換素子からの信号に依存しない固定電圧であることを特徴と
する請求項１乃至５のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項７】
　前記第２の増幅器は複数の前記信号出力回路において共有されることを特徴とする
請求項４に記載の固体撮像装置。
【請求項８】
　前記信号出力回路、前記補正回路、前記保持回路はフィードバックループの一部を構成
し、
　前記保持回路は、前記フィードバックループをクローズの状態にしながら前記補正信号
に基づいて前記出力信号のレベルを補正する第１の補正と、前記フィードバックループを
オープンの状態にしながら、前記第１の補正時に保持した前記補正信号に基づいて前記出
力信号のレベルを補正する第２の補正とを行うことを特徴とする請求項１乃至７のいずれ
か１項に記載の固体撮像装置。
【請求項９】
　前記保持回路は、水平ブランキング期間において前記第１の補正を行い、水平走査期間
において前記第２の補正を行うことを特徴とする請求項８に記載の固体撮像装置。
【請求項１０】
　前記画素部は遮光画素行を含み、
　前記保持回路は、前記遮光画素行の水平ブランキング期間において前記第１の補正を行
うことを特徴とする請求項９に記載の固体撮像装置。
【請求項１１】
　前記画素部は無効画素領域を含み、
　前記保持回路は、水平ブランキング期間において、前記無効画素領域のいずれか一つの
無効画素からの信号に基づいて前記第１の補正を行うことを特徴とする請求項９に記載の
固体撮像装置。
【請求項１２】
　前記無効画素領域は、前記信号出力回路と少なくとも同数の列の前記無効画素を含み、
　前記保持回路は、前記信号出力回路に対応する前記無効画素からの信号に基づき前記第
１の補正を行うことを特徴とする請求項１１に記載の固体撮像装置。
【請求項１３】
　Ｎ対（Ｎは自然数）の前記信号出力回路および前記保持回路を有し、
　１回の水平ブランキング期間にＮ／Ｍ対（ＭはＮの公約数）の前記信号出力回路および
前記保持回路において前記第１の補正を行い、Ｍ回の水平ブランキング期間によってＮ対
の前記信号出力回路および前記保持回路において前記第１の補正を行うことを特徴とする
、請求項８乃至１２のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項１４】
　前記Ｍの値を変更可能な制御回路を有することを特徴とする、請求項１３に記載の固体
撮像装置。
【請求項１５】
　前記保持回路は前記補正信号を保持する保持容量を備えることを特徴とする、請求項１
乃至１４のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
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【請求項１６】
　前記保持回路はシングル入力型の増幅器を備えることを特徴とする、請求項１乃至１５
のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項１７】
　前記保持回路は、前記補正信号をデジタル信号に変換するＡ／Ｄ変換器と、前記デジタ
ル信号を保持するメモリと、前記保持された前記デジタル信号をアナログ信号の補正信号
として前記信号出力回路に出力するＤ／Ａ変換器とを有することを特徴とする、請求項１
乃至１４のいずれか１項に記載の固体撮像装置。
【請求項１８】
　請求項１乃至１７のいずれか１項に記載の固体撮像装置と、前記固体撮像装置が出力す
る信号を処理する信号処理部と、
　を有することを特徴とする撮像システム。
【請求項１９】
　信号線と、
　基準を示す第１の信号、および、光電変換によって生じた電荷に基づく第２の信号を前
記信号線に出力する読み出し回路と、
　増幅器およびクランプ容量を備え、前記クランプ容量の一端が前記信号線に接続され、
他端が前記増幅器の入力端子に接続される信号出力回路と、
　前記増幅器の出力信号と基準信号との差分に基づく補正信号を生成する補正回路と、
　前記補正信号を保持し、かつ、前記信号線に前記第１の信号が出力される際に、保持さ
れた前記補正信号を前記増幅器の前記入力端子に印加するように構成された保持回路と、
を有することを特徴とする信号出力装置。
【請求項２０】
　複数の信号線と、
　前記複数の信号線の対応する１つに接続され、光電変換によって生じた電荷に基づく信
号を増幅する増幅器をそれぞれが有する複数の信号出力回路と、
　それぞれが前記複数の信号出力回路の１つの前記増幅器の出力信号と基準信号との差分
に基づく複数の補正信号を生成するように、前記複数の信号出力回路に対して共通に設け
られた補正回路と、
　前記複数の信号出力回路に対応して設けられ、それぞれが、前記補正信号を保持し、か
つ、保持された前記補正信号を対応する前記増幅器の入力端子に印加するように構成され
た複数の保持回路と、
を有することを特徴とする信号出力装置。
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